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Prize and Fie】ds Prize Winners
（単位　人）
区　　 分






l うち最 近 l う ち貴 近
194 5年 1987年10 年　 間 19 86年10 年　 間
米　　　　 国 19 123 34 1 10 4
イ　 ギ リ　 ス 25 38 6 － 4 1
ド　　 イ　　 ツ 36 18 6 － 1 1
フ　 ラ　 ン　 ス 16 7 2 － 5 1
ス ウ ェ ー デ ン 6 9 4 － 1 －
ソ　　　　 連 2 8 1 － 2 1
オ　 ラ　 ン　 ダ 8 2 1 － － －
ス　　 イ　　 ス 4 7 3 － － －
オ 胃 ス ト リア 7 1 － － － －
デ ン マ ー ク 5 2 1 － － －
イ　 タ　 リ　 ア 3 4 2 － 1 －
ベ　 ル　 ギ　 ー 2 3 － － 1 1
日　　　　 本 － 5 2 － 2 －
そ　 の　 他 8 16 2 1 1 1
























































































一㌦ t ］T 51．7％
????? ????
???????

























省ー　 庁　 名 制　 度　 名　 l
l　　　　　　　 l
　ー　 l 予算 （億円） l




科学技術振興調整貢 昭和56年度 63 101 ！







フロンティア示究システム 昭和61年度 l 日 日
1 l






























































































































































































































E 米 西　 独 仏 英
産 業 部 門 研 究 開 発 貫 の 3 ．1 34 ．2 2 3 ．2 2 6 ．5 2 3 ．1
政 府 の 資 金 負 担 割 合 （19 8 6 年 ） （1 98 6 年 ） （19 8 5 年 ）（19 8 5 年 ） （19 8 5年 ）
組








割 合 割 合 割 合 割 合 割 合 割 合 割 合 割 合 割 合 割 合
産　　　　　　 業 7 6 ．0 7 7 ．1 5 1 3 7 6 ．2 60 ．3 8 2 ．1 4 2 ．4 57 ．7 4 5 ．5 6 5 ．9
政　　　　　　　 府 1 9 ．4 9 ．7 4 6 6 11 ．8 38 ，6 3 ．7 53 ．8 2 6 ．4 4 8 ．9 22 ．7
大　　　　　　 学 4 ．6 1 3 ．2 2 1 12 ．0－ 14 ．2 0 ．2 1 5 ．9 0 ．41 1 ．4






































































































































































































































































































日 蓑 綾 仏
雲　 ミ　 汗　 先　 買　 の 0 ．2 6 0 ．3 1
（0 ．3 2 ）
（19 8 6 ・亭 ）
0 ．5 6 0 ．4 2
対　 G　 N　 P　 比　 率 （19 8 6 号 ） （19 6 3 年 ） （19 8 1年 ）




（1 7 ．6 ）
（1 9 己6享 ）
2 0 ．5
（1 9 8 3年 ）
20 ．9
（1 97 9 羊 ）
捜 毛 利
工 ＝＝：＝七〇一こ′ハ天 上ヒ辛二
崖 6 ．5 4 ．7 5 ．0 3 ．7
政　　　　　　　　　　　 府 13 ．6 1 4 ．3 3 9 ．8 1 9 ．2




































1 9 ＿ 1
7 ． 9







A B C 学位 取 得 者の専
攻別 シュア （％）従主 音千 人 当た り 人 口千 人 当た り 学位 款待音 字の青
D 工 学 E 二塁羊石芹完舌 鼓　 （人） 学位 説得 者 孟 （人） 士 ・修 士 比牢 （％）
巳（1985年）8 ．3（7 ．1）・ （1987年 ） 1 ．16 15 59 11
禾 （1981号 ） 7 5　 （1985年 ）1 ．57 27 35． 27
桧 （1983亭 ）5 ．3 0 ，61 27 2 1 25
仏 （1983芋 ）4 ．4 0 ．70 40 － －
英 （1983与 ）4 ．4 ‥ 0 ．97 20 33 16







































⑤ ① ① 件 件
0．26 1・．？6 37 ．8 3．5 5．5
日　　 本
l
② ① ① ⑤
3．190 ，800 0．28 0．75 2．5 2．2
イギリス ③ ① ②5生272 0．49 0．96
西 ト．イツ ① ② ③51．670 0．35 0．84
7 7 ンス
⑤ ③ ‾　 ⑤ ⑦












著 者 国 別
分 野　　　 年
日　　 本 米　　 国 西 ド イ ツ 7 7 ン ス イ ギ リ ス
被 引　 用
論 文 語 数
数　　 学
1 9 7 7 1 ．0 2 0 ．0 2 ．7 5 ．4 3 ．2 4 1 1
1 9 8 2 0 ．2 3 6 ．4 5 ．5 4 ．3 2 ．6 4 2 0
物 里 芋
1 9 7 7 1 ．8 3 4 ．6 3 ．9 4 ．7 3 ．0 1 9 ，8 57
19 8 2 3 ．0 3 6 ．0 7 ．4 7 ．0 3 ．1 2 4 ，7 7 1
化　 学 l
19 7 7 2 ．5 3 0 ．4 3 ．5 3 ．2 3 ．1 9 ，4 4 0
1 9 8 2 3 ．6 3 6 ．5 5 ．6 5 ．9 2 ．5 1 1 ，9 9 4
生 物 科 学 l 1 9 7 7 1 ．4 2 9 ．3 4 ．0 2 ．7 6 ．7 5 ，1 1 6
19 8 2 0 ．9 4 1 ．1 5 ．6 4 ．3 7 ．3 6 ，5 1 1
地 球 ・
字 古 科 学
19 7 7 0 ．8 3 2 ．9 2 ．4 3 ．8 6 ．1 3 ，5 6 9
19 8 2 2 ．0 4 2 ．9 3 ．9 6 ．0 6 ．1 5 ，9 32
医　　 学
19 7 7 0 ．5 3 0 ．9 1 ．4 1 ．9 18 ．3 5 ，9 7 1
1 9 8 2 1 ．3 3 6 ．7 1 ．9 2 ．6 1 8 ．9 6 ，6 8 2
工　　 学
1 9 7 7 0 ．9 3 2 ．8 1 ．4 1 ．7 3 ．2 1 ，4 6 1
1 9 8 2 2 ．2 4 2 ．1 4 ．4 4 ．1 4 ．3 2 ，6 3 8
農　　 学
19 7 7 1 ．6 2 9 ．1 1 ．8 2 ．3 4 ．2 2 ，8 9 4
1 9 8 2 2 ．0 3 8 ，2 4 ．2 3 ．3 4 ．5 3 ，97 3
1 9 7 7 1 ．6 3 8 ．7 3 ．2 3 ．6





















1． ライフサイエンス分野 96．8 3．20．0 は旦⊥36＿4 5．6
①遅伝情報莞買調茹鼠塙の音明 91．61 8．4 0．0 52．437．6 9．9
②成長 ・老化鼠福の筋明 由．’5° 手．．ラ 0工．テ 云‾の．‘の．正子 五首
③細胞増殖 ・分裂昆福の解明 81．0 17．6 1．4 46．3 44．0 9．7
④脳のメカニズムの篇明 87．8 11．4 0．3 53．2五 6° 1．3
⑤分子罠器 ・応答浣霊 （免疫．ナノ定 ン等）毎 ’．i再 ’4．4亙 手 五 －2 正 ．4‘
の音明
2． 物質 ・材料分野 拉 4 日0．5 5．7 120．4軍」 26．5
①極限条件の創出とその下での薪現象の探 72．4 22．4 5．2 37．3堂．＿4 20．3
崇 ・解明
②表面 ・界面における新現象の探票 ・解明 53．0 34 5 12 5 28 4最 4 27 3
③篇品構造紬 釦こよる薪昆龍．高段話物質 旦亘』 封二．3 27．0
16，5
18．3 37．3 払 9
の研究
④高度な解析 ・評価技術の研究 54．0 30．5 31．2 43．9 24．8
⑤理言合的琳 斗設計手法の研究 壷 4 23．1 7．5 35．3 堪∴ア 20．0
3． 情報 ・竃子分芳 69．328．2 1 2．613．9 41．7 44．5
①分子 ・原子 レベルの割勘による高叢話嘉 蜂 ．9 37．8 16．3 6．6 40．0 53．4
子の創成
②バイオェレク トロニクスの研究 71．219．6 9．3 20．0 48．2 3－1．7
③超分散型並列処理の研究 82，0 13．94．113．8 38．5 牲 て
④音声 ・画像か らの意味情報の抽出の研究 44．8 41．6 13．6 8．8手前 52．6
⑤ 自然言語処理の研究 私 学 38．3 20．3 17．9 40．6 封∴≒
4． 芭洋 ・地球科学分野 94．5 ′‾　　′Tコ．0 0．0 牲 Z 41．5 11．3




②深海底の地形 ・地質横道等の探査 ・解明 畠‾占．’ラ 13．3　 0．0 68．9　24．4
③竃洋の生態系についての理詰的講明 「い78．5　20．0 1．55五 4 5．5：‘0 白子
④大気の最期的温度変化．炭較ガス， オゾ 症 ．云 15．2　 0．0手工± 互．4．°3 五首
如才
ン等の竺勤韓折に関す る研究









重　　 要　　 技　　 術
本 レポ ー ト
の 評価
（I － 1 ）
産 業 技術 白
書 の 評 価
（I － 2 ）
1． マ イ ク ロエ レ ク トロニ クス回路 とその 製 造 Ⅰ ①　 ◎ ①　 ㊤　 ◎
2． カ リウム， ヒ素 その他 の 化 合物 半導 体 つ －
3 ． ソ フ トウ ェア生 産 ◎ ◎
4 ． 並列 コ ン ピュー タ ・ア ーキ テ クチ ャ ◎ ◎
5． 島 械 知 ≠息　 ロボテ ィクス≠ ①　 ◎ ㊤　 ⑬
6 ． シ ミュ レー シ ョン ⑬ －
7 ． 光 集積 回路 ⑬ ◎
8 ． 光 フ ァイバ ー ① ㊤
9． 高 感度 レー ダ ◎ －
10． セ ンサ ◎
11． 自動 冒標 認識 ⑬
12． フ ェイ ズ ド ・ア レイ （位 相 制 御 増幅 ビー ム） ◎ －
13． デ ー タ融 合 （大 量 処 理 ） ⑬ ①
14＿　ステ ル ス技 術 ◎ －
15． コ ン ピュー タ利 用流 体 力 学 ⑬ －
16． ェア・到 －ジング 推 進 （軽量 ・高 効 率 エ ンジ ン） ⑬ ⑬
17． 高 出力 マ イ ク ロ波 ◎ －
18． 血 ス 出 力 （軽 量 ・低 容量 デ両 スで の出力 発 生 ） ◎
19． 高 遠 射 出 （兵 器 の高遠 発射 ） ⑬ －
20． 耐 熱 ・高 強度 ・軽 量 材料 サ ①　 ◎ ①　 ¢　 ◎
21．超 電 導 ◎ ∈）
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大型工業技術研究開発制度 産業構造の高度化、国際錆争力の強化、天然資源の合理的な ○産 ・学 ・官（国立試験研究所）の協力により実施。
（昭和41年度）［通産省］ 「 開発、座業公害の防止を図るために兎要であり、かつ緊急に ○プロジェクトの過定等は庭技審大型技術開発部会
（民間委託実施） 必要とされる先導的 ・波及的大型工業技術。 の意見を反映。各プロジェクトに存識者等から成
分野：鉱工業 る研究開発迎絡会議を設置 し、総合的に経過。
次世代産業基盤技術研究開発 10年程度将来に発展が朋持される次 世代産業に必要な基盤技○産 ・学 ・官（国立試験研究所）の協力により実施。
制度（昭和56年度）［通産省］ 術で、その波及効果も大きく、かつ広範囲なもの。 ○仮数の研究開発方法を同時に実施（並行用発方法）。
現在 4分野 ○概ね10年の全体計画を3 段階程度に区切 って、段
（新材料、バイオテクノロジー、新機能素子、超電導） 階別に目横を設定 ・評価。
創造科学技術推進制度 物質 ・生命の本質に着目し、科学か ら技術への橋渡しの過程 ○総括責任者に一定の裁量能を与える。
（昭和56年度） ［新技術開発邸業団］で、革新技術の創出の可能性の高い領域における基礎研究。 〇度 ・学 ・官、海外か ら研究者を結集。人中心。
0 1 プロジェク ト、 3 － 4 研究グループ（各5 人位）。
0 1 プロジュクト、肋間5 年、総朝約20位円。
固際フロンティア研究制度 2仕 紀の技術革新の根幹となるような新 しい知識の根梅的な ○研究リーダには、外国人も招へい。





分野：生体ホメオスタシス、フロンティアマテリアル、 ○全体で、3 研究分野、10チーム（各 6 人拉）。
思考機能 0 5 年を 1朋とし、全体で 3 糊15年。
逓館技術研究促進用庇 鉱業、工業、電気通信業及び故送業（五線放送業を含む）の技 ＜貼徽技綱 ．11収　 研究間発会ILへの出田の場合＞
（昭和60年度）［通産省、郵政省］ 術、その他屯気通信に係る電波の利用技術のうち通産省又は○民間における基盤技術に関する試験研究に必要な
郵政省の所掌に係るもの（基盤技術法第 2 条）。 資金の供給を行うため、 2 以上の企業が研究開発
会社（法人）を設立 し、州 司して行う基礎研究、ま
たは応用研究段階から実施する研究開発プロジェ生物系特定産業技術研究推進機用 生物の械随を維持増通 し若しくは利用 し、又は生物の職能の
民間
．・’－－．‘1
制度（昭和61年度）【戯林省］ 発現の成果を姓椙し若しくは利用する御業で次に掲げる業用 クト等に対し、株式取得の方法で出資を行 う。
に属するものに関する技術（生研槻用法第 2 条）。 出資比率／戯高70％
（餌紬は戊 、②飲食料品及びたばこ製造業、③その他（政令） 出汽期間／戯高 7年（特例10咋）




















－THEJAPANESE GOVERNMENT’S PROMOTION OF BASIC RESEARCH－
NISTEP R肝ORT NO．8－我が国の主要企業における「基礎研究」について
NISTEp　－わが国と外国間の研究技術者の交流
1
NISTEP REPORT NO．15一企業の研究開発活動の国際比較研究
NISTEP REPORT NO．5－　共同研究における参加企業に関する調査研究
中村雅美・中島　洋一企業元気の証明（日本経済新聞1990．12．）
三杉隆彦一企業の中の基礎研究（応用物理第58巻）
斉藤富士郎一基礎研究と企業　（応用物理第58巻）
島　通恒一企業が基礎研究に期待するもの　（応用物理第58巻）
ー　34　一

011008693①
